











The Role of Diffusion-weighted I maging in Patients with Brain 
Tumors 
(脳腫窮の診断における拡散強調像の役割についての研究)































た (pく0.01)0 Grade 2の屋細胞瞬群のADCは転移性脳腫療や髄膜腫のi¥DCに比べても有志に高かった。
星細胞腫群のADCと腫蕩細胞密度の悶には相関心=-0.77)がみられ、細胞密度の高い腰痕ほど腫磁のA
DCは低かった。髄膜腫のADCと腫痕細胞密度にも相関がみられたが星細胞腫のADCと腫痕細胞街度との
相関係数に比べて低かった。腫:蕩j剖凶浮腫部のADCは腔窃の組織の違いによる有君、差を認めなかった。
これらの結果より犀細胞瞬群の場合、 ADCが低いことは腰湯細胞密度が高いことが示唆された。星細胞
腫群の病理診断において腫傷細胞密度は最重要因子の一つであり、 ADCは星細胞腫群の悪性度の指標にな
り得ると考えられた。 DWlと脳腫嬢の悪性度についての報告は殆どなされておらず、今後、脳腫湯のMRI
診断に役立つと考えられた。本研究ではDWI及びADCでは浮腫内の腫煽細胞の有無を捉えられなかった。
以上の研究結果はDWIが脳腫療の感性度の指標となり得ることを示した研究である。よって本論文は博
1: (医学)の学位を授与するに航するものι同定された。
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